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～ポイ捨て防止キャンペーン～ 

 

稲野小学校地区社協主催のポイ捨て防止キャンペーンが１１月５日にあり、西中からは陸上部、

卓球部、先生方、執行部など約８０名が参加しました。 

 西中正門からスタートし、東西に分かれてゴミを拾いながら昆陽池を目指します。道はきれいに

見えましたが端々に吸殻などのゴミが落ちていました。昆陽池で記念写真を撮り蛍光ペンを頂いて、

すっきりした気分で帰ることができました。 

～講演会があります～ お手紙は後日配布いたします。たくさんの方の参加をお待ちしております 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“シャキッ”と新聞 
今月の“シャキッ”とする週間 

１１／２１（月）～１１／２５（金） 

 あっという間に二学期の大きな行事を終え、気が付けば師走の足音を感じる季節となりました。 

秋から冬にかけては、インフルエンザなどの感染症が流行りやすくなります。子どもたちだけで

はなく、私たち保護者も体調管理には充分気をつけて、これからやってくる“冬”に備えたいも

のですね。 

 先日行われました文化祭では、子どもたちの素晴らしい舞台発表はもちろんのこと、保護者の

皆様にはＰＴＡ主催のバザーや制服・体操服等リサイクル、また骨髄バンク募金にも沢山のご協

力をいただきありがとうございました。その他にも会場整理や取材活動などいろいろな所でお手

伝いをいただいた委員の皆様、本当にありがとうございました。 

 

        

     すこやかネット いなの＆すずはら 

     家庭教育講演会のお知らせ 

 

   日時：平成２９年１月２２日（日） 

      １０：３０～１２：００ 

      （１０：００より開場） 

   場所：スワンホール ３F 多目的ホール 

   講師：伊藤真波氏 

   テーマ：『あきらめない心』 

   ～スポーツがもたらす可能性と魅力～ 

        

     すこやかネット いなの＆すずはら 

     家庭教育講演会のお知らせ 

 

   日時：平成２９年２月１７日（金） 

      １０：００～１１：３０ 

   場所：伊丹市立西中学校 被服室 

   講師：大阪成蹊大学教育学部 

教授 園田雅春氏 

   テーマ：『こんな時子どもはステキに育つ』 

      ～はぐくもう「自尊感情」～ 

“シャキッ”と新聞 

次回の“シャキッ”とする週間は１２／１２（月）～１２／１６（金）です。 

朝のあいさつ運動は８：１０頃～８：３０頃まで正門付近で行います。子どもたちが寒さに負

けないよう、元気なあいさつで応援しましょう！ 



 

●学力向上委員会より● 

 １１月１７日（木）に第１回学力向上座談会を開催しました。詳しくは「キリッとキラッと」に載せ

て後日配布する予定です。参加してくださったみなさんありがとうございました。 

 

 

 

●福祉教養部より● 

 文化祭では、制服・体操服等リサイクルにご協

力をいただきまして、ありがとうございました。 

 寒い中、早くからお並びいただきありがとうご

ざいます。また来年度に向けてリサイクル品のご

提供をお願いする際には、よろしくお願いします。 

●地区活動部より● 

 文化祭では、バザー出店に多数の皆様のご協

力をいただきまして、ありがとうございました。 

 バザー当日もたくさんの皆様にお越しいただ

き無事に終えることができました。本当にあり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

～ 前へ！前へ！ ～ 

街中の木々が深緑の衣装から、赤や黄色の衣装へ衣替え、昆陽池の木々たちも夕焼けと同じ色のドレスを着

ているのかと思うくらい、この季節の昆陽池の黄昏時は、とても幻想的なものがあります。 

先月のひとりごとでお伝えしたとおり、１０月３０日の日曜日、第６回大阪マラソンに出場してきました。

当日はお天気も良く、３万２千人のランナーたちとともに午前９時に大阪府庁前をスタートし、１３０万人が

沿道から応援してくれる大阪の街をゴールのインテックス大阪を目指して頑張ってきました。途中、ドーピン

グに引っかかる（訳ないんですが。）と思いながらも鎮痛剤を飲みつつ、昨年のタイムより１０分ほど遅い、５

時間２５分でなんとか完走することができました。完走して皆さんに勇気を届けるって宣言してたんですが、

当日は何か感じてくれましたか？（笑） 

私が会長になって２年目から申し込みを続け、３回目の申し込みでようやく走ることとなった昨年の大阪マ

ラソン。申し込みをしようと思った動機は、大人たちの頑張っている姿を子どもたちに見せることで「みんな

も頑張れよ！」って応援したいという思いからでした。けれども今年の大阪マラソンを走って感じたことは少

し違っていました。会長になって５年目、ずっと西中の子どもたちを応援し続けてきました。今年の西中の子

どもたちはよく頑張っています。新年度当初から、西中の子どもたちは、毎日、あいさつに始まり、勉強や部

活動ででも一生懸命な姿を見せてくれていました。当然ながら、そんな子どもたちを指導する一生懸命な先生

方の姿も。そんな姿を頭に思い浮かべながら走った大阪マラソン。私はこう思いました。 

“もっと大人も頑張らなくちゃ！” 

大人も頑張っているんだから子どもたちも頑張れ！その考え方もあると思います。だけど、西中の子どもた

ちは毎日一生懸命頑張っています。そんな姿を見ていたら、逆に大人たちがもっと頑張らないといけないんじ

ゃないかって思うようになりました。 

何に頑張るのかは、大人、子ども、人それぞれです。目標や夢に向かって頑張っている姿を見れば周りのた

くさんの人が応援してくれるはずです。その応援に応えるか応えないかは自分自身の心次第。どんな目標でも

達成するには、つらいことや苦しいこともあるはずです。人生は一度きり、今という時間をやり直すことはで

きません。目標達成には一歩一歩前に進んでいくしかないんです。 

大人も、西中の子どもたちも、未来に向かって、“前へ！前へ！” 

（高橋敦志） 

 
会長のひとりごと 


